
引き続き歩道整備を行い、交通事故の削減及び通学路の安全を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森本建設部長）

Ａ

時光良造議員

介護予防施策について

広島国際大学との連携を図り、より効果的な
事業展開を行っていきたい。
　　　　　　　　（三村町長・清代民生部長）

Ａ

Q

県道瀬野呉線交通安全事業Q

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
町
の

介
護
予
防
事
業
の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
高
齢
社
会

は
、
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
２
０
２
５
年
問
題
と
し
て
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
町
で

は
、
第
５
次
熊
野
町
総
合
計
画
で
、

﹁
共
に
支
え
あ
い
、
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
﹂
を
政
策
目
標
に
掲

げ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
で
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
自
身
の
健
康
づ

く
り
等
を
目
的
と
し
た
﹁
ゆ
ら
っ

と
く
ま
〜
リ
ハ
ビ
リ
体
操
﹂
、
全

身
の
筋
肉
を
効
果
的
に
使
う
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及

啓
発
。
ま
た
、
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム

事
業
の
推
奨
等
、
住
民
相
互
の
助

け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
や
認
知
症
に
対

す
る
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
広
島

国
際
大
学
と
の
連
携
を
図
り
、
よ

り
効
果
的
な
事
業
展
開
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

QA

新
宮
地
区
に
お
け
る
県
道
瀬
野
呉

線
交
通
安
全
事
業
の
概
要
及
び
計
画

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

県
道
瀬
野
呉
線
交
通
安
全
事
業
の

計
画
区
間
は
、
熊
野
第
二
小
学
校
へ

の
通
学
路
で
あ
り
、
児
童
も
多
く
利

用
し
て
い
る
が
、
一
部
歩
道
は
あ
る

も
の
の
十
分
な
歩
道
幅
員
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
歩
行
者
が
危
険

な
状
況
で
利
用
を
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
歩
道
整
備
を
行
い
、

車
道
と
歩
行
空
間
を
分
離
す
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
の
削
減
及
び
通

学
路
の
安
全
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。事

業
計
画
は
、
新
宮
宮
前
地
区
か

ら
海
上
側
地
区
ま
で
の
９
０
０
ｍ
を

計
画
区
間
と
し
て
お
り
、
こ
の
内
、

１
工
区
の
新
宮
苑
団
地
入
口
か
ら
新

宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で

の
２
８
０
ｍ
に
つ
い
て
は
、
本
年
６

月
に
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
１
工
区
の
残
り
60
ｍ

と
２
工
区
の
海
上
側
地
区
ま
で
の
５

６
０
ｍ
区
間
に
つ
い
て
、
本
年
度
は

用
地
買
収
及
び
物
件
補
償
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

QA

時光良造議員

⑨ くまの議会だより　第91号 くまの議会だより　第91号 ⑧

子育て世代の定住促進は非常に重要な課題であり、住民ニーズに
合わせた公園整備を検討していく。 （三村町長・森本建設部長）

Ａ

町内施設の充実（公園の整備）Q

第
５
次
熊
野
町
総
合
計
画

に
あ
る
「
ひ
と 

ま
ち 

育
む 

筆
の
都 

熊
野
」
を
実
践
す

る
に
は
、
町
内
施
設
の
充
実

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

を
進
め
る
た
め
に
も
町
内
の

公
園
整
備
は
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
問
題
と
捉
え
る
が
、

町
と
し
て
公
園
整
備
に
対
し

て
の
考
え
を
問
う
。

現
在
、
熊
野
団
地
地
区
に

お
い
て
﹁
都
市
再
生
整
備
計

画
﹂
を
策
定
し
、
地
域
交
流

の
活
性
化
、
居
住
人
口
の
維

持
な
ど
を
目
標
と
し
た
整
備

を
進
め
て
お
り
、
西
公
民
館

建
設
予
定
地
脇
の
芝
生
に
総

合
遊
具
の
設
置
を
計
画
し
て

い
る
。

ま
た
、
既
存
施
設
に
お
い

て
は
、
適
時
、
修
繕
を
行
う
こ

と
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る

環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

今
後
と
も
計
画
的
な
管
理

を
行
い
な
が
ら
、
町
民
が
快

適
に
利
用
で
き
る
公
園
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

QA

学校と地域がより連携を推進している。 （藤森教育部長）Ａ

各小学校の学校評議員制度Q 佛圓大源議員

地
域
住
民
の
学
校
運
営
へ
の

参
画
ま
た
、
地
域
社
会
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
の
制
度
は
、
今
日
ど

の
様
な
提
言
が
出
さ
れ
、
成
果

を
上
げ
て
い
る
か
。

学
校
評
議
員
制
度
は
、
学
校

長
が
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の

意
見
を
幅
広
く
聞
く
た
め
、
平

成
12
年
４
月
に
導
入
さ
れ
た
。

学
校
評
議
員
か
ら
は
、
地
域

住
民
の
意
見
や
意
向
、
地
域
の

行
事
や
施
設
と
の
連
携
な
ど
活

発
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。一

例
と
し
て
、
熊
野
第
二
小

学
校
の
﹁
と
ん
ど
祭
り
﹂
や
﹁
持

久
走
大
会
﹂
に
お
け
る
地
域
連

携
な
ど
が
あ
る
。

学
校
長
は
、
学
校
評
議
員
か

ら
意
見
を
聞
い
て
、
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
人
々
や
学
習
環
境
を
積
極
的

に
活
用
す
る
な
ど
、
学
校
と
地

域
が
よ
り
連
携
を
推
進
し
て
い

る
。

QA

西公民館新築工事は、平成27年度中に完成する
計画である。　　　　　　　　 （藤森教育部長）

Ａ

西公民館建替えの進捗状況はQ

・
実
施
計
画

・
工
事
計
画
状
況

・
完
成
の
予
定
は
。

現
在
、
西
公
民
館
新
築
及
び
宅

地
造
成
実
施
設
計
の
入
札
が
終
わ

り
、
業
者
を
決
定
し
た
。

新
築
設
計
を
行
う
に
当
た
り
、

西
公
民
館
の
公
民
館
運
営
審
議
会

を
５
月
中
旬
に
開
催
し
、
色
々
な

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
６
月
末
を

め
ど
に
こ
の
意
見
等
を
取
り
ま
と

め
、
７
月
か
ら
新
築
実
施
設
計
業

務
に
入
り
、
複
数
の
施
行
案
を
作

成
し
、
全
体
の
公
民
館
運
営
審
議

会
に
諮
り
、
２
月
末
を
め
ど
に
完

了
の
予
定
で
あ
る
。

宅
地
造
成
実
施
設
計
業
務
は
、

６
月
か
ら
測
量
・
地
質
調
査
を
行

い
、
７
月
か
ら
土
木
設
計
に
入
り
、

９
月
末
を
め
ど
に
完
了
の
予
定
で

あ
る
。

宅
地
造
成
工
事
に
つ
い
て
は
、

11
月
に
入
札
発
注
、
３
月
中
旬
完

成
の
予
定
で
あ
る
。

西
公
民
館
新
築
工
事
は
、
平
成

27
年
度
当
初
に
契
約
事
務
を
行

い
、
年
度
中
に
完
成
す
る
計
画
で

あ
る
。

QA

藤本哲智議員

山野千佳子議員

教 育 部 門

建 設 部 門

▲ゆらっとくま～リハビリ体操

◀改良された県道瀬野呉線


